
松本大学 

各学部及び学科の教育研究上の目的については次のとおりとする。  

 

【大学院 健康科学研究科】 

健康科学研究科は、健康維持・増進を図るために栄養や運動を中心とする健康科学について深奥な学識

を授けると共に専門分野における理論と応用の研究能力および実践力を養い、それを備えた高度な専門

的職業人を養成し社会に貢献することを目的とする。 

 

 

【総合経営学部】 

地域社会の総合的運営に関わる研究を推進し、それを基盤に、社会を構成する諸組織体のマネジメント

に関する理解と能力を高めつつ、地域社会を総合的に捉える素養と、それにもとづく総合的な経営能力

を養う。もって活力ある地域社会の創造に貢献しうる人材を養成する。  

 

〈総合経営学科〉  

社会一般及び地域社会を構成する重要な要素である企業に関わる総合的な経営知識を教授し、地域社会

の運営を視野に入れて行動しうる、良識ある企業人の養成を目指すとともに、企業社会で活動するため

の知識・技術を涵養する。  

 

〈観光ホスピタリティ学科〉  

ホスピタリティの精神・技術を活かし我が国観光の発展に寄与するとともに、持続可能な観光と福祉社

会の基盤となる地域づくりに貢献するため、地域社会全体の運営にかかわる知識・技術を身につけた人

材を養成する。同時に、現代的課題である万人対応型の観光に資する能力をも涵養する。  

 

 

【人間健康学部】  

美しく豊かな自然に恵まれた環境のなかで、創造性に富み、人間性や社会性が豊かな人づくりを目指し、

｢食と栄養｣、｢運動・スポーツ｣を通して社会の活性化を図るとともに、人々の健康の維持・増進を図り、

医療・福祉の向上に寄与することを目的とする。  

 

〈健康栄養学科〉  

(１)疾病を予防し、健康を維持・増進する食生活を実現するために、食や健康そして障がい 

  に関わる問題を教育・研究する。  

(２)人間の栄養状態を的確に把握し、適正化する方法を健康科学の面から探求し、専門分野  

  において社会に貢献できる人材を育成する。  

(３)人々の健康づくりおよび、地域の活性化に関わる課題を「人間栄養学」の視点から健康 

と栄 養との関係を捉え、総合的に分析、評価できる高い専門性を備えた人材を育成する。  

 

〈スポーツ健康学科〉  

(１)人々の健康づくりおよび、地域の活性化に関わる課題を「運動・スポーツ」の視点から 

研究 ・教育する。  

(２)幅広い教養と人間力を土台に、「運動・スポーツ」を学際的・総合科学的視点から捉え、 

多角的に分析・把握できる高度な専門性と実践力を備えた人材を育成する。 


